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第 6回と<しま NPOフォーラム 0第 5回鳴門市市民活動交流研修会

開催される

711770ティスカ■ション               全 体 会

「人を活かす !地域を活かす !未来へ活かす !」 をテーマとして、「第 6回と<しまNPO
フォーラム 。第 5回鳴門市市民活動交流研修会」が、実行委員会主催により、2月 10`11
日の 2日間にわたって鳴門教育大学で開催されました。

《1日目》 オープニングセレモニーは、NPO法人鴫門「第九」を歌う会の皆さんとフォー

ラム参加者が一体となつた「歓喜の歌」の大合0昌で幕があき、猪子和幸実行委員長と来賓の方々

のあいさつがありました。

続いて、せんだい 。みやぎNPOセンター加藤哲夫代表の、「地域の自立と協働のありかた」

と題した基調請演がありました。加藤代表は、「地域とは人の集まりであり、一人ひとりが自分

を『ひら<』 ことによってつながりができ、市民活動の発展につながつていく。地域が自立す

るという意識改革が必要であり、L●Lが協力して地域社会の問題に取り組むことが重要である。」

と話されました。

次のフリップ 。デイスカッションは、NPO法人元気やまかわネットワーク宮本晴義事務局

長の進行により、7分科会の代表者がそれぞれの活動の経験を話し、「人を活かす !」「地域を

活かす !」「未来へ活かす !」 についてキーワードをフリップに書き、それについての思いを説

明し会場の参加者とともに考えました。

《2日 目》 分野・領域ごとに、7分科会が開かれ、各分科会とも多数の参加者がありました。

それぞれの分科会では、活動実績を踏まえた貴重な事例発表をもとに、熱のこもった意見交換

があり、参加者の皆さんは有意義な時間を共有しました。
・第 1分科会「地域の運営・人と組織」
。第2分科会「未来の子どもたちのために」
。第 3分科会「魅せる『花街道・地域づ<り』へ」
。第4分科会「チャレンジドの社会参加と就業に向けて」
・第 5分科会 (とびだす分科会 会場 鳴門/AN民館)

「生活環境、地域環境の改善は一人ひとりの力で」
・第6分科会「鳴Pヨでとことんバトル」
。第7分科会「広がつていますか?“協働の輸"」

最後の全体会では、加藤代表の総括や、会場から「鳴門らしさの出たすばらしいフォーラム

でした。」との発言があり、今後の市民活動につながる大きな成果をあげて、500名を越す参

加者による 2日間のプログラムを終了しました。



鳴門「第九」を歌う会の歩み

25年前の 1982年 (0召和57年)5月、
文化の殿堂として、1500人 収容の大ホー
ルを持つ、鳴門市文化会館が落成し、記念事
業として「第九」の演奏会が行われた。鴫門
市「第九」を歌う会の誕生である。

鳴門で、なぜベートーヴェンの「第九」演
奏会なのか。

答えは、90年前の第一次世界大戦中の板
東停虜収容所にある。ドイツ兵捕虜が第九演
奏会をした、これが日本における第九初演で
あつたことに由来する。

すべての市民が、最高の音楽芸術ベートー

ヴェンの交響曲第九番「歓喜の歌」を合唱し、
文化の発信地、鳴門市文化会館の誕生を喜び
合いたいとの願いから開催された:

以来、25年間、鳴門市の重要な行事の一
つとして定着してきている。

NPO法人鳴門「第九」を歌う会 事務局 浅野 司郎

鳴門市「第九」を歌う会の長い歩みのなか
で、 1999年 (平成11年 )、 鳴門「第九」
反の会が発足、第九演奏会のボランティア活
動が積極的に行われた。

さらに、2003年 (平成15年)2月、
5年間の活動を基礎としてt友の会を発展解
消、NPO法人鳴門「第九」を歌う会が誕生し
た。

鳴門「第九」を歌う会の法人化を機に、第
九演奏会の事業はもちろん、市の音楽活動や
国際交流、青少年の健全育成に活動領域を広
げ、現在に至っている。
全国の第九含0昌団との交流は、1989年

(平成元年)全日本「第九を歌う会」連合会
の結成とともに、北は北海道から南は九州鹿
児島まで、「第九初演の地『鳴門』で歌おう」
を合言葉に、ますますその輪が広がってい
る。

2007年 (平成 19年)6月には、第26
回第九演奏会を行うとともに、10月に徳島
県第22回国民文化祭の行事の一環として、
鳴P5市文化会館において「第九フェスティノヽ
ル」が開催される。全国からの参加希望者も
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施設の特徴を生かしたホ
・
ラ崩ア活動 鳴P5授産センター 支援員 西谷 学

鳴門授産センターは大麻の緑豊かな山間部

にある、入所者50名の障害者授産施設です。

企業からの委託作業と、藍染め、花苗、しい

たけ、すず虫のパック販売などの自主生産を

しております。

ボランテイア活動として、地域のリサイク

ルグループの収集物の搬出の手伝い、施設周

辺の市道と鳴門の市街地の草刈り、花苗の植

え付けなどを行つています。施設での作業・

行事との絡みもあり、なかなか定期的に行う

ことが難しいですが、利用者の方と一緒にな

って活動をしています。

また、施設の作業と連携して昆虫教室をしています。これは施設が育てたすす虫やかぶと

虫の幼虫を使つて、子どもたちに飼い方や生態、そして命の大切さを教える、ということを

目的として行つています。

今年度も、鳴門市と徳島市の小学校・児童館および神山森林公園で合計7回行いました。

毘虫好きな子どもが多<、 目をきらきらと輝かせながら話を聞いてくれることが多いです。

「来年もまたやつてよ。」という子ども達の声が何よりの励みになります。

毘虫教室は、夏はすず虫、冬はかぶと虫の幼虫と時期的に季節が限られ、また近隣市町村の

範囲とはなりますが、依頼を受けて実施しておりますので希望があればお問い合わせ下さい。

微力ながら施設の特色を生かしたボランティア活動を、今後とも続けていきたいと思つて

おります

・
`‐

●=|‐ 6‐ も‐ |“
`“ `凛 ``|‐

さ″
`撼

む‐ |“ |“ ●・・ |‐
`40烙

4“ |・・・ |― 1涵 1澪 ●“ |″ |メ |‐

北灘地区自治振興会

北灘まつりも38回を迎え、今年度も10
月9日芸能の部、 10月 28・ 29日展示の

部、 10月 29日お祭り広場と、盛大に開催

されました。

芸能の部は、カラオケ・大正琴・踊り等が

あり、最後のくじ引きに至るまで北灘
/AN民

館

の会場は超満員の盛況でした。

展示の部は、同じく/AN民館を会場に、北灘

東西小学校児童や北灘中学校生徒の作品をは

じめ、郵便局の出展・生け花・彫刻 。ちぎり

絵・絵画等力作が展示されました。

お祭り広場は、大浦漁港ふれあい公園で開

かれました。

漁協による鮮魚の販売は、朝早<から大勢

のお客が詰めかけ大盛況でした。また、大正

琴に合わせた餅つき、婦人会によるたこ焼き
。唐揚げ・フライドポテ トの模擬店、北灘中

学生の写真コンクール・海に向かつて大声で

PTAの パブー

地元の小学校での昆虫教室



平成 18年 12月、鳴門市内に新しい

NPO法 人が誕生しました。

よろし<お願いします。

ジョブOBネットワー

【事務所】鳴Pヨ市大津町吉永265番地14
【理事長】 仁 尾 國 男      ,
【分 野】 職業能力開発、

雇用機会の拡充の支援

【主な事業】
・中高年齢退職者と企業との

マッチング事業
・中高年齢退職者の経験、スキル、
ノウハウを活用した事業

《鳴門市賀川豊彦記念館特別企画展》
NPO法人賀川豊彦記念・鳴Pヨ反愛会

【と き】 2月 4日 (日 )～ 4月 8日 (日 )

9:00～ 17:00
【ところ】 賀川豊彦記念館 2階第3展示室
【内 容】 賀川豊彦と子どもの教育
【入館料】 大人200円 小人100円
【休館日】 第4月曜日

特別企画展示説明会

【と き】 3月 4日 (日 )

13:30～ 15:OO
【解 説】 岡 田 健 一 さん

(徳島大学工学部助教授)

【間合せ先】 雷689-5050

《第 1回源氏物語講座》

鴫門市読書振興協議会
【と き】 4月 18日 (水 )

13:30～ 15:30
【ところ】 鳴門市立図書館 2階視聴覚室
【講 師】 森 基 子 さん
【内 容】 原文に親しむ 『胡蝶の巻』
【対 象】 一般
【資料代】 loo円
【問合せ先】 鳴門市立図書館

8685-0255

- 助成金の紹介

平成 19年度

「 子育て家庭支援団体に対する助成活動」

◇助成対象となる団体等

就学前の子どもの保護者等 (妊婦等を含む。)

に対する支援活動を行う民間非営利のボラ

ンティアグループ・団体、NPO法 人等。

◇助成対象となる活動

日本国内において、団体等が行う就学前の子

もの保護者等 (妊婦等を含む)に対する

支援活動 (従来からの継続活動でも新規活動

でもよい)

◎対象となる活動の例
・学習会活動 (育児勉強会の開催等)

・相談活動 (子育て相談・カウンセリング等)

・情報提供活動 (子育て情報紙の発行等)

・交流活動 (親子の集い。情報交換の場提供等)
。支援者養成活動 等

◇助成金額

1団体当り (上限額)25万円

助成金総額 (最大)1,0万 円

◇助成対象期間

平成 19年 8月～平成 20年 3月に実施

する活動

◇申込込受付期間

平成 19年 2月 13日～ 3月 23日 ´

(当 日消印有効)

◇問含せ先

社団法人 生命保険協会

「子育て家庭支援団体に対する助成活動」
事務局803-3286-2643
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研修会」が、大成功のうちにおわりました。|

たくさんの方々とすばらしい時間を  |
過ごすことができました。        :
ありがとうございました。       1

(編集委員会):


